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0. 概要 

0.1. シェーマ 

 

0.2. 目的 

JCOG9907および JCOG9906に登録された臨床病期 II/III（T4を除く）胸部食道癌を対象として、JCOG9907

にて術前化学療法が行われた患者と JCOG9906 にて根治的化学放射線治療が行われた患者との全生存期

間を比較することで、術前化学療法に比べ根治的化学放射線療法の治療成績が劣らない患者集団が存在

するかを探索的に検討する。 

0.3. 対象 

JCOG9907術前化学療法群の全登録例（164例）および JCOG9906 根治化学放射線療法群の全登録例（76

例）のうち全適格例（JCOG9907：164 例、JCOG9906：74 例）。 

0.4. 方法 

JCOG9907 の術前化学療法例と JCOG9906 の根治的化学放射線療法例とを対象に、各群のサブグループ

毎の全生存期間を算出し、それぞれ Cox 比例ハザードモデルを用いた多変量解析で調整を行った上で、各サ

ブグループ毎に両群の全生存期間を比較する。解析には、JCOG データセンターで保管している既存データを

使用する。 

0.5. 研究期間 

研究期間：2014 年 8 月～2016 年 8 月 

  

JCOG9907の
術前化学療法群

全適格例
（n=164）

JCOG9906の
根治化学放射線

療法群
全適格例
（n=74）

サブグループ解析
（Alb、T因子、N因子、

cStage、占居部位）

サブグループ解析
（Alb、T因子、N因子、

cStage、占居部位）

サブグループ毎に
Cox回帰による多変量解析で調整

サブグループ毎の
全生存期間を比較
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0.6. 問い合わせ先 

研究事務局：野村 基雄 

愛知県がんセンター中央病院 薬物療法部 

〒464-8681 愛知県名古屋市千種区鹿子殿 1-1 
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